
路地百選推薦書 

推薦者氏名：roji-ren niigata 

推薦する路地（のまち）の名称 新潟町の下町（しもまち）＜島の記憶＞ 

所在地 新潟市中央区 西厩島町～礎町 界隈 

【推薦する理由（路地のよいところ）】 

 河口に栄えた新潟町は、信濃川によって運ばれる土砂の堆積によって、新しい土地が生まれました。

現在「新潟下町（しもまち）」と呼ばれるエリアです。 

 江戸時代、信濃川左岸に出来た砂州や中州は「島」とよばれ、新しい土地となり開発されていきまし

た。明治開港後も新潟県主導の下、開花の町の規範として宅地化が進みました。 

 このエリアは、江戸時代の島の名残の地形と、明治開港後の町割が入り交じった魅力ある路地が残っ

ているエリアです。 

http://blogs.yahoo.co.jp/hiyoriyama5/61121718.html 

【写真添付】 
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 江戸時代のはじめ、信濃川河口の湊町・新潟町は現在の位置より海岸寄りの砂丘の上に

ありました。 しかし阿賀野川と信濃川が合流して湊が浅くなった為、川に近い場所へ町

を移転する事となりました。明暦元（１６５５）年、信濃川の流れに沿った形で計画的に

つくられ完成した町が現在の新潟町です。 

 信濃川によって運ばれる土砂の堆積によって、新潟町の町はずれの部分に新たな土地が

生まれ河口へと伸びて行きました。 

 拡大した土地には人が住み、明治開港後の変化とともに整備されました。 

※路地のまちの概要は記入できる範囲で結構です。それぞれの枠の大きさは各自で調整願います。 


